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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は，非生体鉱物である有機鉱物をイオン性と分子性に二分して，前者では水の孤立電子対と Pブロッ
ク元素の不活性電子対がその結晶構造中で同形構造の役割を果たすことを証明し，後者では無機結晶とは異
なり，分子単位によるファンデルワールス結合による凝集で結晶成長とその起源が海生有機物に遡ることが
立証された。本研究は，日本の鉱物学が世界の鉱物学の最先端の一翼を牽引する「有機鉱物学」として開拓・
貢献したものといえる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
